
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
に
情
報
を
提
供
す
る
事
業
を
行
う
法
人
の
う
ち
、
当
該
事
業
の
実
施
体
制
が
前
号
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
化
庁
長
官
が
指
定
す
る
も
の

第
二
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
の
」
を
「
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
官
報
で
告
示
す
る
」を「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
法
第

三
十
七
条
の
二
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
」
を
「
規
定
に
よ
る
指
定
」
に
、「
官
報
で
告
示
す
る
」
を

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
第
二
項
中
「
指
定
」
を
「
規
定
に
よ
る
指
定
」
に
、「
官
報
で
告
示
す
る
」
を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
一
章
の
二
を
第
二
章
と
す
る
。

第
五
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
章

電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
及
び
そ
の
結
果
の
提
供
等
の
基
準

第
七
条
の
四

法
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
（
法
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

送
信
可
能
化
さ
れ
た
検
索
情
報
に
係
る
送
信
元
識
別
符
号
を
検
索
し
、
及
び
そ
の
結
果
を
提
供
す
る
行
為
（
ロ

及
び
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
送
信
元
識
別
符
号
検
索
結
果
提
供
」
と
い
う
。）を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

送
信
可
能
化
さ
れ
た
著
作
物
等
に
係
る
自
動
公
衆
送
信
に
つ
い
て
受
信
者
を
識
別
す
る
た
め
の
情
報
の
入
力

を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
受
信
を
制
限
す
る
た
め
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
自
動

公
衆
送
信
の
受
信
に
つ
い
て
当
該
手
段
を
講
じ
た
者
の
承
諾
を
得
た
も
の
に
限
つ
て
利
用
を
行
う
こ
と
。

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
送
信
元
識
別
符
号
検
索
結
果
提
供
を
適
正
に
行
う
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

法
第
四
十
七
条
の
五
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
著
作
物
等
の
複
製
物
を
使
用

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
複
製
物
に
係
る
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
著
作
物
等
の
利
用

を
適
正
に
行
う
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２

法
第
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

送
信
元
識
別
符
号
検
索
結
果
提
供
の
準
備
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
送
信
元
識
別
符
号
検
索
結
果
提
供

を
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

法
第
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
著
作
物
等
の
複
製
物
に
係
る
情
報
の
漏
え

い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
七
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
二
十
条
第
三
号
中
「
と
き
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
あ
た
つ
て
」
を
「
当
た
つ
て
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
中
「
行
な
わ

れ
た
」
を
「
行
わ
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ニ
中
「
す
で
に
」
を
「
既
に
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
中

「
行
な
わ
れ
た
」
を
「
行
わ
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
添
附
し
な
い
」
を
「
添
付
し
な
い
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
添
附
し
た
」
を

「
添
付
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
し
た
」
を
「
付
し
た
」
に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
添
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
附
し
た
」
を
「
付
し
た
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
に
は
」
を
「
に
お
い
て
は
」
に
改
め
る
。

第
八
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
見
出
し
中
「
提
出
」
を
「
提
出
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
廃
止
」
を
「
規
定
に
よ
る
廃
止
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
の
提
出
を
拒
ん
だ
」
を
「
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若

し
く
は
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
た
と
き
、
若
し
く
は
同
条
の
規

定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
」
を
「
規
定
に
よ
る
指
定
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
添
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
通
知
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
行
な
わ
な
い
」
を
「
行
わ

な
い
」
に
、「
附
し
た
」
を
「
付
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
通
知
」
を
「
規
定
に
よ
る
通
知
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
九
章
を
第
八
章
と
し
、
第
十
章
を
第
九
章
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
七
第
二
項
中
「
廃
止
」
を
「
規
定
に
よ
る
廃
止
」
に
改
め
る
。

第
六
章
を
削
る
。

第
七
条
の
七
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
定
め
」
を
「
規
定
に
よ
る
定
め
」
に

改
め
、
第
七
章
中
同
条
を
第
七
条
の
五
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
償
金
の
供
託
を
要
し
な
い
法
人
）

第
七
条
の
六

法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
と
す
る
。

一

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人

二

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
及
び
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

三

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人

四

日
本
放
送
協
会

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「（
法
人
格
を
有

し
な
い
社
団
又
は
財
団
の
管
理
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
添
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
添
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し

な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
行
な
わ
れ
た
」
を
「
行
わ
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
申
請
中
利
用
者
」
を
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
著
作
物
を
利
用
す
る
者
」
に
、「
当
該
申
請
中
利
用
者
」
を
「
そ
の
者
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
」

を
「
第
六
十
七
条
の
二
第
五
項
又
は
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
中
「
第
七
条
の
七
」
を
「
第
七
条
の
五
」
に
、「
及
び
第
二
項
、
第
六
十
七
条
の
二
第
七
項
」
を
「
か

ら
第
三
項
ま
で
、
第
六
十
七
条
の
二
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
二
第
六

項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
る
。
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